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后而すれ年 4月 1庄
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前 襦
一
市 虎 苺 (4' 

一.w1・.、

一

◎
登
鉱
巾
語
は
似
則
と
し
て
本
人
で
あ
り
ま
す
が
fnJ
届
の
親
族
の
方
で
も
で
き
ま
す
。

◎
な
お
不
明
の
点
は
市
役
所
庶
務
晶
内
姻
努
げ
迎
委
艮
合
に
お
翌
ね
下
さ
い
。
（
市
器
翠
盈
答
只
合
）

あ
な
た
は
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
‘
モ

ウ
一
疫
確
め
ま
し
ょ
う

ヽ
511イ
し
計

f‘0乱
県
中`
お
日
に
付
．八
寺
中
4'a,
_9
F
.t
:
L
f
.；
i
:
I

六芳．四＝ニー、、、 一 、、
名奨名名登名

社、ij~ 効約鉱：紐

確決縦瀾 Iiin周

定定此製胡製

期猿i封1期封JJtj

日 限間．限 H
 
日

悩

別

↑上

rti幽
令
域
以

市

長

四

ガ

―
i

一
日

四
月
三
日
か
ら
七
日
ま
で

四

月

十

日

四
月
十

一
口
か
ら
十
―
―
-B
ま
で

四

月

十

六

日

四
f
j
•十
九
日

速

欄
）

欅

＇ 

姉
充
送
挙

人
名
癖
登
録
申
請
期
限

そ
の
他

ぼ

ぷ

合

叫

以

速

堺

四

月

十

n

凶

JJ
十
日
か
ら
十
四

H
ま
で

四

月

十

七

日

四
月
ナ
ハ
日
か
ら
二
十
日
ま
で

四

JJ
二
十
―
―

-
n

四

月

二

十

六

日

（下

（

上

棚

）

一
、
昭
和
六
年
四
月
二
十
一
i-R
以
旧
生
れ
の
ji
で
昭
和
二
十
六

年
一

JJ
二
十
四
日
以
前
か
ら
引
組
き
前
栂
市
内
に
住
所
を
定

め
て
届
る
も
の

補
充
選
挙
人
名
簿
の

登
録
申
請
に
つ
い
て
御
注
意

仰
）

誓

四

月

二
十
三
H
執
行
の
前
粕
軍
函
会
．．
 
貫
糾
挙
及
び
同
市
峠
業
の
入
均
紛
は
、
翡
’
パ
の
方
か
ら
[
れ

跳蒔躍
権
者
の
皆
さ
ん
へ

、
お
屈
げ
し
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
万
一
入
塁
夜
行

か
な
い
方
で
次
に
掲
げ
る
事
叫

聾

に
該
内
の
方
は
、
申
請
笠
岱
人
誓
印
鑑
を
持
参
し
、
市
役
所
庶
訪
諜
囚
姻
・
乍
笠
剌
公
且
会
に

1
出
で
節

ー／
充
迦挙
人
名
節
の
登
終
悶
~
を
す
れ
ば
江
弟
す
るこ
と
が
で
き
ま
す
か
ら、
該
当
の
方
は
期1
1を
諜
ら
ず
巾

袷

諮

レ
て
下
さ
い
。

そ
れ
か
ら
四
月
＝
干
日
に
執
行
の
群
．
虞
監
．
叫
会
は
日
め
の
判
挙
も
右
の
細
充
名
諒
に
寮
録
に
な
れ
ば
速
拳
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
ず
。

な
お
次
に
掲
げ
る
上
即
に
該
当
し
な
い
方
で
、下
梱
に
該
当
ず
る
方
は
、
袖

充
逃
挙
人
名
蒋
の
登
録
申
請
を
す
れ
ば
縣
恥
会
磁
い
の
選
挙
権
は
あ
り
ま
す
か
ら
こ
の
点
御
注
訟
下
さ
い
。

（

下

間

）

一
、
昭
和
斎
四
JJ
平
日
以
崩
生
れ
の
方
で
開
二
十
六
年

一
月
三
十
一
日
以
泊
か
ら
引
籾
さ
前
翻
市
内
に
住
所
ん
定
め

て
届
る
も
の

--
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